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昭 和 初 期 に お け る 児 童 中 心 主 義 的 カ リ キ ュ ラ ム
一浅草富士小学校の合科学習－
A Study on Social Studies Curriculum in 1930's in Japan :



























































訪問し，この理論を基に, 1930  (昭和5) 年 ごろか
ら実践を行なった。そして, 1931( 昭和6)年には，
第一・二学年を対象とする｢ 富士の低学年合科教
育｣ を，翌1932  (昭和7) 年には 匚富士 の低学年教
育｣ を発表した。




の成果 は, 1936( 昭和11) 年に刊行された『体験富
士の学校経営』に結実する。以後，実践は労作教




































































































IＶ. ドクロ リーの理論 と低学年 合科 教育
１． ドクロ リーの理論
○・ド クロ リーは， ベルギ ーのブ ラッセル大学
の児童心 理学部長であり，医学部の衛生部長であっ
た人物 で， 匚連合観念 系統案 」 の提 唱 な ど に よ っ
て我 が国 の教 育課程 改革運動 に も影響を与 え た。
上沼 は, 1926  (大正15 ）年 の世 界教育 事情視察 の
派遣 前後 から， その実践 に注 目してい た≒
ド クロ リー は，授 業を， 児童 の興味 関心 に基づ
い た専心的活 動 として捉 えてお り， また， 児 童 は
常 に発展を し， やがて は社会 に適合 する人 間に成
長 する存 在と して捉えていた。そこで， ドクロリー
は， 学習 題材 の構成 にあた り， 児童 の四大欲 求を
［図 １］ の様な 匚食物」「‾保護」 匚防御」 厂労働 」 と
した。 また， 児 童を取 り巻 く環境 として 厂家 庭」
匚学 校」 匚社会」 匚動物」 厂植物」「‾鉱物 」厂天 体」を
設 定し， 同心 円状 に配 置 した。
［図１］ドクロリーの四大欲求









































































車、 花や シキ、 活動写真、田舎、芝居等
また，ドクロリーの「比較」匚聯想」「表現」 の
各過程も，後に 厂Ａ，題目の選定」「Ｂ， 観察」

































一　　 年 二　 年 三　　 年
４月 ○ワ タクシノ オウチト
ガウカ ウ
○春 ○道路( みち)
５月 ○五ガツノコヨ ミ ○私ど もの町 ○私共 の街
６月 ○ オミセゴツコ ○雷門 ○っゅ(梅 雨)
７月 ○ タベモノ ○ゅかた ○夏 のお へや
８月 ○ナツヤ スミノコト ○夏休 みのこ
と
○夏休 みの事
10月 ○ウンドウ クワ イ ○よい季節 ○秋
11月 ○ クワ ン ノ ンサ マ ○公園 ○隅田川
12月 ○ ト シ ノ クレ ○火 ○冬
１月 ○ オシヤウ グワ ツ ○お正月 ○お正月
２月 ○ オセツ ク ○お節句 ○お節句
































































































「食物」「保護」「防御JT 労 働」 としていたが，
「富士の合科教育」では，カ リキュラムの四方面













































學 習 題 材 配 當 試 案　 八・七・廿三　 小 林 節 藏







○仕事場 ○工 場 ○回向 院
５月
















○ タ ベ モ






○ ナ ツ ヤ















○ ク ワ ン
ノンサマ

























○ オ メ ン


















た，第五学年の6・7月の 匚保健」 は， 厂身體保護



























































育』の中で, 1954  (昭和29）～1955  (昭和30）年


























８）同，16 頁。　　 ‥　　　　　　　卜　　　　 ＝
９）前者は奈良靖規の1926  (大正15）～1929 （昭
和4）年度の経過報告，後者 は1928  (昭和3）～
1931 (昭和 ６） 年度 の経過報告。 いずれ も，
『体験富士の学校経営』37～38 頁。 また, 1928
（昭和３）年からの実践の詳細は， 『民族理想























育研究』第3巻8号, 1933 年，26 ～27 頁と，上沼
久之丞『体験富士の学校経営』明治図書, 1936
年, 329 ～330頁との比較。





26）前掲『体験富士 の学校経営』, 333 ～346頁。













育研究』第３巻８号, 1933 年，30 ～31 頁。
34）水原克敏『近代日本カリキュラム政策史研究』







刊）第一号, 1929 年。同，第三号, 1930 年。










育法』明治図書, 1932 年，51 頁。
［図２］上沼久之丞『体験富士の学校経営』明治




［表 ４］小林節蔵寸 生活指導 のカリキュ ラム」
『新教育研究』第３巻８号, 1933 年，26
～32 頁より作成。
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